
 

リリースノート  

FisCom 社会福祉法人会計システム V6 

《 Version 6.1.236 – 6.1.240 》 

ノート更新日：2021/10/01(金) 

平素より FIS 製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。 

このたび社福システムのアップデートをおこないました。2021 年 8 月のアップデート（Ver 6.1.235） 

から現在の最新のバージョン（Ver 6.1.240）までの更新内容をご案内します。 

今後もアップデートをおこない、皆様により良いシステムをご利用いただけるよう努めてまいります。 

ご不明な点があれば、操作マニュアルをご確認いただくか、弊社サポートデスクまでお問合せください。 

※操作マニュアルはシステムのホーム画面にある「マニュアルページへ移動」から閲覧・ダウンロードできます。 

株式会社 会計情報システム システムサポート部 

TEL：（011）376-1987 

E-Mail：support@fiscom.co.jp 

更新内容一覧 
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＊ご案内する更新内容のほか、バグや不具合等の軽微な修正も行っています。 
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更新内容詳細 

 

1. ［定型仕訳設定］定型仕訳の上書き保存ルールを変更 

◆2021/08/12 リリース（バージョン：6.1.237） 

既に登録済の定型仕訳番号を使用して保存するときの仕様を見直しました。 

＜改修前＞ 

①上書き保存は【日次】－［１．仕訳入力］メニューから定型仕訳を登録する場合のみ可能 

②法人全体で付番（使用済の定型仕訳番号は他拠点で使用不可） 

③拠点をまたいで上書き保存が可能 

＜改修後＞ 

①上書き保存は【日次】－［１．仕訳入力］と【設定】－［１．定型仕訳設定］の両メニューで可能 

②拠点ごとに付番 

③②に伴い、拠点をまたいで上書き保存する機能を廃止（同一拠点内のみ上書き可能） 

 

この改修により、これまで拠点ごとに定型仕訳で使用する番号を制限していた法人様は、 

制限が不要となります。（例：A 拠点は 100 番台、B 拠点は 200 番台 → どの番号でも使用可能です） 

※自動付番機能は無いので、従来のルールのまま付番することも可能です。 

▼同一拠点内で使用している定型仕訳番号を使い新規登録しようとした場合 

 ＜F1 登録＞ボタンをクリックしたとき、使用中である旨と、上書きするか確認するメッセージが 

表示されます。 
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